
令和７年度 BIツールに係る県職員向け研修事業業務委託仕様書 

 

 

 

１ 委託業務の名称 

令和７年度県職員向け BIツール研修業務委託 

 

２ 目的及び背景 

県では様々な統計データの公開を進めているところであるが、更なる利活用促進のため、令

和６年度において、Microsoft Power BI Desktop（以下、「Power BI」という。）を用い、県の統

計データ等について、分かりやすく利用しやすい形式での提供を試行的に行ったところである。

Power BI の庁内での活用を促進し、分かりやすく利用しやすい形式で提供する統計データ等を

さらに増やすためには、県職員が Power BI の特性や操作方法等について学ぶ機会を広く提供

する必要がある。そこで、県職員に対して Power BI に関する研修動画を配信するとともに、ハ

ンズオン研修を実施するものである。 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和８年２月２７日 

 

４ 業務委託の内容 

（１） Power BIの操作等に係る研修動画の提供 

Power BI を使ったことのない県職員が、Power BI の特性や操作方法等について学ぶことが

できるようにするための研修動画を県に提供する。 

ア 動画の内容 

下記の内容を含むものとする。なお、項目ごとなど、適度な長さで動画ファイルが分か

れていることが望ましい。 

⚫ Power BI の概要 

⚫ データの取得・読み込み 

⚫ Power Query エディターによるデータ加工・整形 

⚫ データの紐づけ（リレーションシップ） 

⚫ データのビジュアルによる可視化（各種グラフ等の作成） 

⚫ データの分析に関する機能（ドリル機能、クロスフィルター等） 

イ 動画の規格 

⚫ データ形式：MP4 

⚫ 画質：解像度１２８０×７２０以上 

⚫ この仕様書は企画提案書作成用である 

⚫ 企画提案競技による業務委託候補者選定後、埼玉県は業務委託候補者と協

議を行い、協議が整った場合は、仕様書を契約候補者の企画提案内容に合

わせて修正の上、契約を締結する。 



ウ 動画全体の尺 

概ね４時間以上 

エ 納品 

⚫ 納期限：令和７年１０月２９日 

⚫ 納品方法：県のファイル送受信システム等により本県が指定するメールアドレス宛

送付するものとする。 

オ 研修動画の配信及び提供された動画の取扱いについて 

県は、納品された動画について、県職員しか閲覧することのできない庁内ポータルサイ

ト（SharePoint）等に掲載・配信する形で、県職員に対し研修を実施するものとする。 

配信期間は配信開始日から 1 年間とし、県は配信期間終了後、速やかに動画を視聴不可

の状態にし、動画ファイルを破棄するものとする。 

 

（２） Power BIの操作等に係るハンズオン研修の実施 

（１）の動画を閲覧した県職員が、Power BI の操作を習得し、実際の業務における活用につ

なげられるよう、ハンズオン形式の研修を実施する。 

ア 業務内容 

⚫ 講師の選定 

⚫ 研修内容の検討・調整 

⚫ 研修の実施 

⚫ アンケートの実施、集計 

イ 研修の内容 

実際に Power BIを操作し、Excel などのデータをもとにテーブルやグラフを作成するな

どして、（１）の動画に含まれる内容を実践できるようなものとすること。実際の内容につ

いては、県と協議の上決定するものとする。 

ウ 対象 

県職員 

エ 回数 

１回以上 

オ 研修時間 

１回あたり概ね３時間程度 

カ 参加者数 

１回あたり１５名～２０名程度 

キ 開催時期 

令和７年１１月～令和８年１月 

※実際の開催日については県と協議の上、決定する 

ク 開催場所 

埼玉県庁第２庁舎１０階 ＩＴ研修室（予定） 

※研修室は県で確保する 

ケ アンケートの実施・集計 



研修参加者に対しアンケートを実施し、集計すること。アンケート内容は委託者と協議

の上、決定すること。 

コ 報告 

研修実施後、参加人数やアンケート結果などの実施結果をまとめた実施報告書を提出す

ること。アンケートの集計結果については、Microsoft Excel で閲覧、編集が可能なデータ

を別途提出すること。 

 

 

５ 留意事項 

（１）受託者は、本業務の履行に当たり、委託者や講師等の関係者と連携を密にしなければな

らない。 

（２）受託者は、本業務の全部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あ

らかじめ委託者の承諾を得た場合は、本業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせる

ことができる。 

（３）受託者及び本業務に関わる者は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。また、本

業務終了後も同様とする。 

（４）受託者は、本業務の実施に当たり、関係法令、条例及び規則等を順守すること。 

（５）受託者は、本業務の履行に当たり、自己の責めに帰する事由により委託者に損害を与え

たときは、その損害を賠償しなければならない。 

（６）受託者は、本業務の履行に当たり、受託者の行為が原因で第三者その他に損害が生じた

場合には、その賠償の責めを負うものとする。 

（７）第三者が権利を有する著作物（以下、「既存著作物」という。）を使用する場合には、受託

者は当該既存著作物の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に関わる一切の手続き

を行うこと。また、著作権関係の紛争が生じた場合、一切を受託者の責任において処理す

るものとする。 

（８）本仕様書に定めるもののほか、疑義が生じた場合は、その都度、遅滞なく委託者と受託

者双方が協議して決定する。 


